
　　

１．概要と目的
　大正から昭和前期にかけて野田が写っている館蔵の古写真を題材とし、写しだされた画像から情報を
読み取っていくことで参加者がまちの移り変わりを知るとともに、古写真に情報を付与し、まちづくり
に活用できるような古写真データベース構築の一助となることを目的とした。計測や撮影など基礎的な
整理や画像情報の読み取りを行い、調査カードにまとめた。また、松戸市戸定歴史館の学芸員として多
くの古写真資料を取り扱っている方を講師に招き、古写真の画像情報の読み取り方や戸定歴史館での古
写真を活用したまちづくり活動の事例についてお話いただいた。

２．内容

３．振り返り
　申込者は 15名、3回以上参加した修了者は 12名であった。参加動機は懐かしさからや、自分の古写
真を整理したい、ガイドボランティアなどの活動に役立てたいなど様々であったが、全員が市内からの
参加者であり、大正期から昭和前期の野田の姿に高い興味を示していた。講座内では一人ひとりが古写
真を選んで調査カードにまとめるだけでなく、写された内容について参加者同士で意見交換を行いなが
ら情報を増やしていった。複数人の視点で情報を読み取ることは古写真に情報を加える上で重要である
だけでなく、参加者同士も時間を忘れて熱心な議論を交わしていたことから、この作業により講座の充
実度も高まったことがうかがえた。
　講座終了時に自主研究グループとして活動を継続して行うことを呼び掛けたが、その場ではグループ
結成とはならなかった。しかし、講座終了後も博物館職員が古写真整理を行う予定の日時を伝えたとこ
ろ、自主的に見学に来た受講者もあり、今後もニーズのあるテーマと思われる。

キャリアデザイン事業
市民の自主調査研究グループ育成

調べてみよう　古写真に写る野田
※日程は２．内容に掲載　　時間：10時～ 12時
講　師：第 1、3、4回　柏女弘道（当館学芸員） 
　　　　第 2回　齊藤洋一氏（松戸市戸定歴史館館長補佐・　
　　　　学芸員）
場　所：市民会館　松竹梅の間 
参加者：第 1回 13人、第 2回 15人、第 3回 10人
　　　　第 4回 9人
事業区分：委託事業

第 1回
第 2回

第 3回
第４回

月　　日
3月 3日（日）
3月 10 日（日）

3月 16 日（土）
3月 23 日（土）

内　　　　容
講義　古写真の種類、調査方法を学ぼう
講演　「古写真」を守る･読む･活かす
齊藤洋一氏（松戸市戸定歴史館館長補佐・学芸員）
実習１　古写真の調査、撮影をしてみよう
実習２　古写真に写された野田を聞こう、語ろう
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自主研究グループについて

１．目的
　キャリアデザインによるまちづくりにおいては、自らの住む地域を知って地域コミュニティの一員と
しての自覚と誇りをもち、さらに能動的に動く自立した市民が望まれる。そのあり方の一つとして、自
らの住んでいる地域の文化や歴史に目を向けて自主的に調査研究活動を行うグループが挙げられる。こ
の市民の自主研究グループを育成していくことが当館の事業の大きな柱の 1つとなっている。
　野田市には野田市文化団体協議会をはじめとして、市民の文化団体が数多く存在するが、自主研究グ
ループはそれら既存の団体とは異なり、当館で開催される事業をきっかけとして発足する。博物館や市
民会館を拠点として活動を行い、その研究成果を企画展などの形で博物館に還元していくなど、協働で
まちづくりを担うパートナーとして位置づけられる。
　博物館はグループの育成のために、地域の歴史・文化・自然に関する連続講座を実施し、講座終了後
に活動の継続を呼びかける。また、連続講座の講師も市民の学識経験者に依頼し、グループが結成され
た際は講師がリーダーとなって主導的な役割を果たしてもらう。学芸員は人材バンクに登録された情報
をもとに同じような興味関心を持つ人たちを集めたり、研究発表の場を確保するなどのサポートを行う。

２．自主調査研究グループ「野田古文書仲間」の活動履歴
　平成 21年に結成された「野田古文書仲間」は、毎月第 1、3日曜日を中心に、24年度も市民会館にて
活動を継続した。今年度の活動は、12 月 22 日から開催された市民の文化活動報告展「読んでみました
　野田の古文書」に向けた準備が中心となり、計 20 回実施された定例会では展示構成の検討や資料の
選定を行った。定例会以外にも有志での検討会や調査を実施するなど積極的に活動に取り組み、当館学
芸員の技術的・学術的な助言を受けながら、これまでの 3年間の学習・調査成果を展示という形で表
現することができた。また、展示準備をすすめるなかで運営体制や会の目的についても話し合い、3月
には新規会員を募集するなど次年度の活動に向けた取り組みも行った。

３．自主調査研究グループ「なつかしの道具探究会」の活動履歴
　平成 23年度の講座参加者を中心に、毎月第 2、4日曜日に市民会館にて活動を継続した。計 23回の
定例会を行い、延べ 86 人が参加した。今年度も昨年に引き続き、当館で所蔵する主に昭和期に使用さ
れた生活道具のクリーニング、調査、撮影を活動の中心とし、その成果として寸法、所見、見取り図、
写真等をまとめた資料調査カードを作成した。主に 6人（8月までは 7人）ほどで活動を行っている。ま
た、社会科見学で古い生活道具を見学するために来館した小学生に昔の道具の使い方や当時の家庭や町
の様子を説明し、より理解を深めてもらう見学サポート活動も新たに開始した。館外研修では古い道具
や家屋の保存、活用を学ぶため、2月 10 日に昭和のくらし博物館を見学した。

４．展望と課題
　平成 21年度に結成した「野田古文書仲間」は、今年度から来年度にかけて募集する新規会員のサポー
トをどのような形で行っていくかが課題であり、今後は自主的な活動体制が一層重要となっていくだろ
う。また、平成 23 年度に結成した自主調査研究グループ「なつかしの道具探究会」は、メンバーの人数
が依然として少ないことと、個人に負担が集中すること避けつつ、どのような運営体制を構築してゆく
かが課題となる。

50



１．概要と目的
　NPO法人野田文化広場が設立当初より開催してきた講座を博物館自主事業という形で継続実施した。
まちの仕事人講話では、「仕事とは何か？」をそれぞれの仕事道の経験者に直接語ってもらい、仕事や職
業についての理解を促す。芸道文化講座では地域の文化を話題にするばかりでなく、国内や海外の文化
を題材にして、文化がもつコミュニケ－ションの可能性を描きだすことを目的とする。各回異なる仕事、
テーマについての講義の講師は野田市民を中心に依頼している。また講座の最後には懇談の時間（30
分）を設け、講師と参加者、あるいは参加者同士のコミュニケーションの時間をとっているのが特徴で
ある。

２．内容

キャリアデザイン事業

寺子屋講座　まちの仕事人講話・芸道文化講座
実施日：毎月第 1、3日曜日　各 12講座
時　間：各回とも 13 時 30分～ 15時 30分
場　所：市民会館
参加費：大人 500円、学生（高校生以上）250円、中学生以下無料
※実施日、時間、場所はいずれも通常の場合。各回の詳細は２．内容に掲載。
事業区分：自主事業

第85回
仕事人
講　師　　齋藤一雄氏（経営・労務コンサルタント）
4月 1日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　9人

「ハッピー・リタイヤのために～年金・健康保険・労働法～」

第85回
芸道
講　師　　仁上孝雄氏（バッパカ獅子舞保存会会員）
4月 15日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　21人

「世界に響け！バッパカ獅子舞～伝統芸能を継承して～」

第86回
仕事人
講　師　　宇佐見節子氏（千葉県母子寡婦福祉連合会会長）
5月 6日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　13人

「野田市のひとり親家庭支援のいま～子どもたちの幸せのために～」

第86回
芸道
講　師　　古谷勧氏（SLプロジェクト代表）
5月 20日（日） 市民会館　庭園 参加者　29人

「C62に夢を乗せて～ミニSLを動かしてみよう～」

第87回
芸道
講　師　　星野保則氏（野田市教育委員会社会教育課学芸員）
6月 3日（日） 市民会館　松竹梅の間、博物館1階展示室 参加者　18人

「野田を発掘する～土の中に眠る大昔の生活～」
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第90回
芸道
講　師　　布目朱美氏（日本レクリエーション協会公認レクリエーションコーディネーター・インストラクター）
9月 16日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　12人

「我が町を 絵と句で表現 野田かるた～野田かるた制作秘話～」

第91回
仕事人
講　師　　山下洋輔氏（柏まちなかカレッジ学長）
10月 21日（日） 市民会館　雪月桃の間 参加者　10人

「まちの力を引き出す学びのコミュニティ」

第91回
芸道
講　師　　佐藤絵理子氏（日本酒利き酒師／焼酎利き酒師／酒匠／酒学講師）
10月 21日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　14人

「利き酒師がご提案する、日本酒の選び方・楽しみ方」

第92回
仕事人
講　師　　色川浩司氏（元野田市消防団 1部団第 2分団長）
11月４日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　21人

「野田の消防団あれこれ～第 2分団の思い出～」

第92回
芸道
講　師　　岩槻秀明氏（自然科学系ライター・気象予報士）
11月 18日（日） 市民会館　雪月桃の間 参加者　19人

「気象災害はなぜ頻発するのか」

第88回
仕事人
講　師　　茂木弘良氏（千代倉）
7月 1日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　22人

「ライフスタイルに合わせた眼鏡・補聴器・時計の選び方」

第88回
芸道
講　師　　田中利勝氏（江戸川の自然環境を考える会代表）
7月 15日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　13人

「みんなで考えよう江戸川の自然」

第89回
芸道
講　師　　大瀬由生子氏（テーブルアーティスト）
8月 5日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　27人

「季節のテーブルコーディネート～暑い夏に涼の演出を～」

第89回
仕事人
講　師　　金井伸弥氏（陶芸作家）
8月 19日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　43人

「陶芸家を夢みて～なりたい自分になるために～」

第90回
仕事人
講　師　　秋葉啓子氏（元音楽教師／山中直治を歌う会代表）
9月 2日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　13人

「音楽教師人生を振り返って～子どもたちと歩んだ 35年～」

第87回
仕事人
講　師　　榎本政幸氏（野田断酒新生会会長）
6月 17日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　19人

「私の断酒体験談～あせらず、あきらめず、見捨てず～」
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３．振り返り
　例年通り、芸道文化講座、まちの仕事人講話ともに多彩な内容となった。なお、これまで寺子屋講師
は博物館側から依頼する形で行うことがほとんどであった。しかし、本年度は市民から「自分はこんな
活動をしているが、寺子屋講座でできないだろうか？」という問い合わせが複数寄せられ、講師自らが
企画を持ち込む講座が増加した点が変化として挙げられる。このうち、内容的に可能であるか、講座の
趣旨と合致するかを検討し、何件かは実現に至った。こうした問い合わせが寄せられるようになったこ
とは、寺子屋講座の存在が市民に浸透してきている証ともいえる。また、博物館の人的ネットワークが
広がることは長期的に見ても望ましいといえよう。
　また、運営面では、会場である市民会館はすべて和室であり、兼ねてより高齢の参加者を中心に椅子
が欲しいとの要望が多数寄せられていた。そこで、会場に椅子席を複数用意し、足腰の悪い方でも気兼

第94回
仕事人
講　師　　佐々木文平氏（街オリ株式会社代表取締役）
1月 20日（日） 市民会館　雪月桃の間 参加者　14人

「地域活性化のために、私が専門家として取り組んできたこと」

第94回
芸道
講　師　　鎌形慎太郎氏（智山伝法院司書補）・ワークショップ指導　野田古文書仲間
1月 20日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　16人

「手にとり知る博物館の古文書」

第95回
仕事人
講　師　　野﨑佳代氏（整理収納アドバイザー）
2月 3日（日） 市民会館　雪月桃の間 参加者　16人

「整理収納で暮らしが変わる！～小さな努力で大きなメリット～」

第95回
芸道
講　師　　大澤一秋氏（野田古文書仲間）
2月 3日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　26人

「古文書調査の楽しみ～野田を通った七千人の大名行列～」

第93回
仕事人
講　師　　畔上廣司氏（（有）畔上建築設計事務所主宰・野田地域住宅耐震診断相談会事務局）
12月 2日（日） 市民会館　雪月桃の間 参加者　13人

「やってみよう　わが家の耐震診断～疑問や不安にお答えします～」

第93回
芸道
講　師　　山本芳美氏（都留文科大学准教授）
12月 2日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　19人

「歴史から知るイレズミ・タトゥー」

第96回
芸道
講　師　　髙梨東道氏（土人形コレクター）
3月 3日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　10人

「土でできたおひなさま「土雛」と土人形文化」

第96回
仕事人
講　師　　石塚勝巳氏（AEFAアジア教育友好協会専務理事）
3月 17日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　26人

「最終受益者は日本の子供たち～アジアの山岳少数民族のための学校作りの中で～」
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ねなくご参加いただける環境づくりに努めた。
　これらは運営スタッフの増員によって、よりきめ細やかなサービスを行うことが可能となっている。
特に、ミニ SLの運転や陶芸の実演など、大規模な設営を要する講座を行うことができるようになった
のも、運営面の充実化の結果ともいえる。今後も、よりスムーズな運営を行うことができるように担当
者とスタッフ間の意思疎通を高め、サービス向上や講座内容の充実化に反映させていきたい。

第 86回仕事人「野田市のひとり親家庭支援のいま 
～子どもたちの幸せのために～」

第 87回芸道「野田を発掘する
～土の中に眠る大昔の生活～」

第 87回仕事人「私の断酒体験談
～あせらず、あきらめず、見捨てず～」

 第 88回仕事人「ライフスタイルに合わせた
眼鏡・補聴器・時計の選び方」

第 85回仕事人「ハッピー・リタイアのために
～年金・健康保険・労働法～」

第 85回芸道「世界に響け！バッパカ獅子舞
～伝統芸能を継承して～」
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第 93回芸道「歴史から知る
イレズミ・タトゥー」

第 94回仕事人「地域活性化のために、
私が専門家として取り組んできたこと」

第 96回芸道「土でできたおひなさま
「土雛」と土人形文化」

 第 96回仕事人「最終受益者は日本の子供たち
～アジアの山岳少数民族のための学校作りの中で～」

第 91回仕事人「まちの力を引き出す
学びのコミュニティ」

第 91回芸道「利き酒師がご提案する、
日本酒の選び方・楽しみ方」

第 89回芸道「季節のテーブルコーディネート
～暑い夏に涼の演出を～」

第 90回芸道「我が町を 絵と句で表現
野田かるた ～野田かるた制作秘話～」
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１．概要と目的
　若く見られることより「美しく歳を重ねる」ことの大切さ、「美しく」の意味を参加者全員で考えること
をテーマとして 3回構成で行った。価値観探しやことば探し、ライフロール分析、未来日記などによっ
て自己分析をした後、グループで「美しく歳を重ねること」をテーマに模造紙に意見をまとめて成果とし
た。

２．内容

３．振り返り
　毎回講座タイトルに惹かれて参加しようと思ったという意見が聞かれるが、今回も同様で、特に子育
てを終えた世代の女性の関心が高かったようである。「美しく」というキーワードを使うことで、ライフ
キャリアのデザイン（生き方の設計）についてイメージしやすくなったのではないかと思う。初めてでは
ない参加者もいたが、講師の工夫により新しいグループワークも取り入れ、途中で参加者が集中力を欠
くような場面もなく、各回順調に進行した。

《受講者の感想》
 ・今回初めての参加です。毎回さびついた脳みそをフル回転させました。3回の講座を受け、あらたに
　年を重ねることに向かいあうつもりです。良い学びの場でした。
 ・自分のことを話しながら、自分に気づき、他の方の話を聞いて、人生を学びました。こんなに深い内
　容の講座はなかなかないと思います。今回のテーマもとても魅力的で、昨年は一週おきでしたが、今
　年は毎週連続だったため、気持ちが持続し、良かったです。

キャリアデザイン事業
キャリアデザイン連続講座

美しく歳を重ねる
講　師：坂巻美和子氏（株式会社社員教育研究室代表）
実施日：第 1回　3月 2日（土）
　　　　第 2回　3月 9日（土）
　　　　第 3回　3月 16日（土）
時　間：各回とも 13時～ 16時 30分
場　所：市民会館　松竹梅の間
資料代：500円（全回分）
参加者： 第 1回 13 人、第 2回 15 人、第 3回 15 人
事業区分：委託事業

第 1回
第 2回
第 3回

月　　日
3月 2日（土）
3月 9日（土）
3月 16 日（土）

内　　　　容
ことば遊び～価値観を探す～
過去は変えられる～自分を探す～
そして…「美しく歳を重ねること」とは
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１．内容
　日本のこれまでの経済や社会構造をふまえて、今後の日本社会を再生していくためのさまざまなヒン
トを、豊富なデータと、国家を企業と見立てての講師ならではの視点からお話いただいた。

２．振り返り
　普段当館では地域社会の話題に終始することが多いため、今回の企画は当館としては珍しいものであ
ったが、講師が分かりやすいデータを使って、易しい言葉で説明してくださったこと、またグローバル
な視点から最終的にはローカルな問題提起に繋げてくださったことで、多くの参加者が身近な課題とし
て考えることができたようである。自らのキャリアや、地域社会を考える上で、それを取り巻く社会の
状況もふまえられるようなテーマを今後も意識的に組み込んでいきたい。また、今回のようなテーマは
若年層に参加してもらえるような工夫を採り入れたい。

キャリアデザイン事業
キャリアデザイン講演会

これからの世界・日本・地域～ビジネスモデルの発想を手がかりに～

講　師：上山信一氏（慶應義塾大学総合政策学部教授）
実施日： 4 月 8日（日）14時 30分～ 16時 30分
場　所：市民会館　松竹梅の間
参加費：無料
参加者： 39 人

事業区分：委託事業
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１．内容
　小学生を対象に、滑石を材料にした勾玉作りの講座を実施した。

２．振り返り
　小学生の夏休み期間に合わせて毎年実施しているが、企画展の関連事業として 5月の連休期間中にも
実施した。作成前に勾玉に関する説明を行い、館蔵の本物の勾玉に触れる時間を設けた。また、作成中
や完成後にも自分の勾玉と本物の勾玉をよく見比べるように促した。毎年大勢の子どもたちが参加する
人気講座であるが、工作教室に終わらないために今後も展示や館蔵資料との関連付けを行っていきたい。

１．内容と目的
　オープンサタデークラブは子どもたちの豊かな人間性や社会性を育み、国際社会に生きる日本人とし
ての下地を育む機会を地域社会全体でつくり出すことを目的に、平成 14年より市教育委員会が主催す
るものである。いけ花、日本舞踊のクラブを昨年度に引き続き実施した。

２．振り返り
　小学生に和風建築の佇まいの中で花を生ける、あるいは舞を習う以外にも、礼儀作法を学ぶ機会の提
供となっている。またクラブ終了後に博物館で展覧会を見てくれる子どもがいるのも喜ばしい。

キャリアデザイン事業
子ども・親子対象の講座

古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！
実施日：第 1回 5月 5日（土・祝）、
　　　　第 2回　7月 30日（月）、第 3回　8月 2日（木）
時　間：各回とも 10時～ 12時
場　所：博物館前庭
材料費：100円
参加者：第 1回 14人、第 2回 32人、第 3回 14人
事業区分：委託事業

小学生を対象とした共催事業

オープンサタデークラブ（いけ花、日本舞踊）
指　導：野田いけばな協会、野田日舞連盟
実施日：4月21日、5月19日、6月2日、16日、7月7日、
　　　　  9月15日、10月6日、20日、11月17日、12月1日、  
　　　　  1月19日、2月2日、2月16日、3月2日（いずれも土）
場　所：市民会館　雪月桃の間（いけ花）　松竹梅の間（舞踊）
参加者：のべ 260人（いけ花）　のべ 160人（舞踊）
事業区分：共催事業

58



　　

１．内容 
　18 年度まで別会場で行われてきたオープンサタデークラブの展示・発表会を、博物館・市民会館を
利用して行った。

２．振り返り
　土日を中心に多くの人が訪れ、館内が賑わった。イベントとしても定着してきた感がある。
　来場者の中心を占めるのはクラブに参加する子どもの親や祖父母で、自分の子どもの作品はもちろ
ん、その友達の作品なども見つけては親子のコミュニケーションのきっかけにしている様子や、市内別
地区で行われているクラブ活動について情報を得る場となっていることがうかがえる。また、高齢者の
来館が多い当館にとって、施設の存在をこの世代に知ってもらう良い機会ともなっている。

　

キャリアデザイン事業
小学生を対象とした共催事業

クラブフェスタ2013
実施日：2月 22日（金）、23日（土）、24日（日）
場　所：（展示の部）市民会館全館
　　　　（発表の部）博物館 1階展示室＊

入場者：のべ約 1,730 人 

事業区分：共催事業
　　　　　　　　　　＊第 17回ミュージアム・コンサートとして実施
　　

月　　日

2月 22 日（金）

2月 23 日（土）

2月 24 日（日）

展示の部

7クラブによる展示

8クラブによる展示

発表の部

 9 時 30 分～12時、12時 30 分～15時「ミニ茶会」
11時～12時「日本舞踊」

14時～15時「箏」
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１．概要と目的
　市教育委員会が 17年度より取り組んできた「キャリア教育実践プロジェクト　中学生の職場体験」へ
の協力として、体験の受入や見学（インタビュー）の受入を行った。博物館の職員の基本的な業務内容を
知り、体験してもらうことで、この仕事で働くことの意義について学んでもらうことが目的である。

２．内容

３．振り返り
　今年度は比較的希望校が多かったが、充実したメニューで博物館業務の一通りを体験することができ
た。特に、すべての学校に対して、資料を取り扱う博物館特有の仕事の見学と体験をとり入れることが
できた。さらに、例年に倣って、社会人としての基本的な心構えや、広くキャリア選択の参考となるよ
うなアドバイスを行うようにした。特に、仕事をする上での、安全や衛生面への配慮、リスクマネジメ
ント、チームワークなどは、館長の講義や作業指導の中で説明を行った。
　季節に応じて作業の内容が変わる等若干の違いはあったが、各校の体験内容がおおむね揃えられたこ
とも良かったと思う。今後も、職員体制や業務状況に左右されることもあろうが今年度の質を維持して
いくことが目標である。なお人数が多い場合は、生徒、博物館資料ともに安全確保を十分に行いたい。

キャリアデザイン事業

職場体験受入
期　間： 随時
件　数：４件 

事業区分：委託事業

月　日
6月 6日（水）、7日（木）

6月 21 日（木）、22日（金）
20日は台風のため中止
11月 28 日（水）、29日（木）

1月 16 日（水）～ 18日（金）

内　　容
整理作業、土器箱作り、来館者対応、
仕事見学
整理作業、資料クリーニング、清掃作業、
来館者対応、仕事見学
整理作業、資料クリーニングと撮影、
清掃作業、仕事見学
整理作業、資料クリーニングと撮影、
清掃作業、仕事見学

学校名、学年
野田市立第一中学校 2年生

野田市立南部中学校 2年生

野田市立第二中学校 2年生

野田市立北部中学校 2年生

人数
4人

8人

5人

5人
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１．内容 
　大学の学芸員養成課程からの要請に応じて学生を受け入れた。資料整理や写真撮影のほか、期間中に
開催される講座の準備や運営に関わってもらうなど、学芸業務の補助的な実習を行った。

２．振り返り
　実習生の意識は総じて高く、意欲的に実習に取り組んでいた。例年行っている資料整理や収蔵庫の環
境調査などの学芸業務の体験、勾玉作り体験教室や寺子屋講座などの講座補助に加えて、今年度は当館
の特徴である市民の自主研究グループとの活動に重点を置いた。野田の古文書を調査する「野田古文書
仲間」と昭和の生活道具を調査する「なつかしの道具探究会」の活動にそれぞれ参加した。特に「野田古文
書仲間」は 12 月から開催する市民の文化活動報告展（詳細は 39～43 ページ）に向けて準備を進めてい
たため、実際に展示物やパネルを仮置きしして古文書仲間が展示説明を行い、実習生が来館者役となっ
て、展示構成等について感じたことを伝えるという展示プランの検討会を実施した。市民が博物館の展
示を作るという新しい形の博物館活用の実態に触れられたことや、試行錯誤を繰り返す展示検討のプロ
セスに参加できたことは貴重な体験になったと思われる。

キャリアデザイン事業

博物館実習受入
期　間：7月28日～8月5日まで、9月30日（日）の9日間　
　　　   ※7月 31日（火）は休館、9月 30日（日）は台風のため中止
人　数：6人（聖徳大学、東洋大学、国士舘大学、日本大学、
　　　　江戸川大学、筑波大学）

事業区分：委託事業

月　日

7月 28 日（土）
7月 29 日（日）

7月 30 日（月）
8月 1日（水）
8月 2日（木）
8月 3日（金）
8月 4日（土）

8月 5日（日）

9月 30 日（日）

午　　後

勾玉作り体験教室準備
ミュージアム・コンサート
スタッフ
清水収蔵庫整理（製樽道具）
資料整理（近現代の印刷物）
茶道具備品撮影、茶道体験

清水収蔵庫整理（製樽道具）

寺子屋講座

午　　前

ガイダンス、「野田古文書仲間」の活動に参加
「なつかしの道具探究会」と資料整理（掛け時計、
火のし等の清掃、撮影）
勾玉作り体験教室
館長による講義、土器用保存箱作成
勾玉作り体験教室
「野田古文書仲間」による展示プラン検討に参加
「野田古文書仲間」による展示プラン改善点指摘
まとめ、資料整理（近現代の印刷物）
IPMに関する講義
収蔵庫等の粘着トラップ点検及び記録
台風のため中止
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１．概要と目的
　山中直治は大正から昭和にかけて野田尋常小学校の教員をしながら童謡の作曲をした人物で、31年の
短い生涯の間に 200曲もの作品を作ったといわれている。その後存在を忘れられていたが、平成 8年の
当館特別展を機に再評価され、以来コンサート等でも市民団体によって曲が披露されるようになった。
「山中直治を歌う会」は平成 9年に結成。本コンサートは法人が主催をし、博物館展示室のグランドピア
ノを利用して自主事業として開催した。今年度は野田市立北部小学校音楽部の児童も出演した。直治の
童謡の普及と世代を越えた市民交流が目的である。

２．演目
　（1）斉唱　「春春春」「里の小川」 　　　　　　  （2）斉唱　「赤いお馬車」「椿」「鼠の祭」
　（3）独唱　「雁」「野田はよいとこ」「雨だれ電車」「こんこん小山の白狐」
　（4）斉唱　「紅緒のかっこ」「佐義長」「麦笛」　　（5）独奏「小鳥の歌」「七夕さま」「つばめ」「里の小川」
　（6）斉唱、クラリネット「鼠の祭」「兎のお夢」
　（7）みんなで歌いましょう「赤いお馬車」
　（8）斉唱　「ゆりかごの歌」「椿」「つばめ」「小鳥の夢」
　（9）斉唱 「春春春」「月見草の咲く丘」「友を呼ぶ鹿」
　（10）斉唱「雀とサクランボ」「だるまさん」「里の祭」「影法師」「こんこん小山の白狐」
　会場内でグラフィックデザイナー・本橋尚徳氏が各曲から着想を得て描いた童画 16点の展示を実施

３．振り返り
　昨年度課題とした学校の出演を本年度は実現することができ、世代を超えた市民交流の場とすること
ができた。歌以外にも、フルート、ハーモニカ、大正琴、小学生によるクラリネット演奏など演奏のバ
リエーションも広く、また小学生と歌う会を交互に配したプログラム構成も好評であった。
　長期的な課題として、前回も指摘した通りメンバーの高齢化による活動の縮小が懸念される。来場者
も固定化しているのでコンサート中のアナウンスや配布プログラムで入会の呼びかけをするのでは効果
が薄いようだ。会の代表者らとも相談し、別の手段でのサポートを検討すべきであろう。

キャリアデザイン事業
山中直治の童謡普及

山中直治コンサート
実施日：1月 12日（土）13時 30分～15時
場　所：博物館 1階展示室
出　演：山中直治を歌う会（35人）、野田市立北部小学校音楽
　　　　部（先生1人、児童10人）、増田奈緒美氏（フルート）、
　　　　米山圭子氏（ピアノ）、間中直樹氏（ハーモニカ）
指　揮：秋葉啓子氏
来場者：80人
入場料：無料
事業区分：自主事業

62



１．内容 
　市内のガイドボランティア団体「むらさきの里　野田ガイドの会」に委託をし、博物館・市民会館を中
心とした野田市内のガイドを行った。ガイド予約は博物館にて電話等で受け付けを行い、ガイドの会が
担当者などを手配している。また土・日・祝日にはガイドの会のメンバーが市民会館に駐在し、予約無
しの来館者を案内した。

*ガイドの会が直接予約を受けた人数も含む

２．振り返り
　野田市内の史跡・施設・自然をガイドする「むらさきの里　野田ガイドの会」は、野田中心市街地のま
ち歩きのみならず関宿や利根運河方面のコースのガイドを手がけている。またガイド料無料、人数も 1
人から可能とするほか、雨天時や高齢あるいは健康上の問題で長時間のまち歩きが困難な訪問者に対し
ては、市内の見所の写真を取り込んだスライドショーを上映するなど、幅広いニーズに応えることで、
野田の散策を希望する市外からの訪問者やグループ、あるいは市民でまち歩きや施設見学をする者の好
評を得ている。
　ガイドの会が平成 26 年 10 月に結成 10 周年を迎えることを受け、その時期に合わせ、博物館で市
民の文化活動報告展を行うことが決定した。会内に新たに 10周年記念プロジェクトチームが立ち上げ
られ、担当学芸員との検討会議が始まった。これまでお客をガイドすることをメインで行ってきた同会
が、展示という新たな方法で自らの活動を広く地域に紹介することは、同会にとって大きなステップに
なると思われる。博物館としてできる限りのサポートを行っていきたい。

キャリアデザイン事業

市内ガイド事業
期　間： ①予約ガイド　随時
　　　   ②駐在ガイド　土・日・祝

事業区分：自主事業

①予約ガイドの実績

②当館駐在中のガイド実績

160 団体 3,969 人 *
うち、市民会館を含むガイドコースの実績　119 団体 2,686 人

土・日・祝日計 112 日間で 2,048 人
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１．概要と目的
　平成21年度に導入した博物館ボランティア事業を継続した。博物館の有人化によって、来館者のサー
ビス向上とするほか、博物館にとって有益な情報をボランティアの視点から収集すること、さらにボラ
ンティアメンバー自身のキャリアデザインにつなげることも目的とする。

２．内容 
　メンバーが、開館時間のうち、9時～13 時、13 時～17 時の 4時間ずつの 2交代制、1人が週に 1
～ 2枠を担当している。展示室の受付（インフォメーションセンター）での来館者の対応をする中で、チ
ラシやアンケートの配布、出版物の紹介、来館者とのコミュニケーションや解説を行う。月に 1回の連
絡会では、業務状況の確認のほか、展示切り替えに際しては説明会を実施している。また館外研修とし
て、千葉県立中央博物館、千葉市科学館におけるボランティア活動の視察と意見交換を行った。

３．振り返り
　メンバーは、年 4回展示が変化するたびに新しいことを覚えなくてはならないが、むしろそれを前
向きに勉強の機会と捉える声が多い。ただし学習程度は個々の興味関心に任せている。このため来館者
対応や案内内容を統一すべきという意見も一部のメンバーから出ているが、業務のマニュアル化と厳密
化をすることで、モチベーションが下がることもあってはならないと考えられる。この点は今後の連絡
会でのコミュニケーションを繰り返す中で、現メンバーにあった最適な着地点を見つけていきたいと考
える。
　昨年度に引き続き、ボランティアメンバーが知人や家族に博物館の活動を積極的にPRしていること、
企画段階の展覧会やイベントに関してコメントをしてモニターとなっていることは、当館運営上の多大
な恩恵である。
　本年度は 9名（4月は 10名、5月以降 9名）で活動を行った。基本的な活動方針は 23年度から変わっ
ておらず、来館者からは展示室の有人化について好評価を得ている。なお、博物館でボランティアをや
りたい、というリクエストを個々にいただく機会も少なからずあり、今後、開館日中の常時有人化を目
安に増員をすることとした。

キャリアデザイン事業

博物館ボランティア
期　間：随時
人　数：9人
業務日数：188.5 日（半日（4時間）を 0.5 日として計算）

事業区分：委託事業
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１．内容と目的
　ミュージアム・コンサートは市民交流会の一つとして行われる。演奏者や音楽団体は市民の中から募
り、また入場料は無料とするなど、気軽に集まれる雰囲気を創出し、市民相互の、あるいは異なるコミュ
ニティの人同士のコミュニケーションを促進する目的がある。また博物館ギャラリーでの音楽演奏とい
う新しい文化の楽しみ方の創造にもつなげていく。本コンサートでは、市民アート展「陶芸」に関連し、
かれんオカリナクラブの協力のもと、陶器製の楽器「オカリナ」のコンサートを実施した。

２．演目
　(1) 小さな木の実　　　　　　　　(2) 浜辺の歌
　(3) しゃぼん玉               　　　   (4) イエスタディー
　(5) 未来へ　　　              　　    (6) モルダウ
　(7) 恋のバカンス　　　　　　　　(8) コンドルは飛んでいく　他
　(9) 夏の思い出

３．振り返り
　市民アート展「陶芸」の会期中であったため、ミュージアム・コンサートを展示内容との関連の強い
ものとした。近隣の市でも発表経験が豊富なグループの知名度や、展示との関連性から、猛暑の中予想
以上の来場者数があり、椅子席、パンフレット、駐車場の不足が発生した。コンサートでは必ず特設の
駐車場を用意しているが、スムーズに案内するためには、誘導係がプラカードを持って要所に立つなど
の工夫が必要と考えられる。また車椅子での来場者の対応が現状の設備体制では困難だった。
　演奏は大変好評で、プログラム構成のまとまりがよく、また伴奏の音源なども工夫されており、来場
者からは音色が良かった、落ち着けた、という感想が聞かれた。また、途中に楽器の説明などを入れた
ことで、どんな曲でも演奏できることを知り、自分でも吹いてみたいと思ったという意見もあった。

交流事業
ミュージアム・コンサート

第16回ミュージアム・コンサート　癒しの音色
実施日：7月 29日（日）14時～ 15時
場　所：博物館１階展示室
出　演：かれんオカリナクラブ（18人）
入場料：無料
来場者：120 人

事業区分：委託事業
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１．内容と目的
　市内在住の川鍋照氏が歌、石川容子氏がピアノで、春をテーマにした著名な曲、クラシックを演奏した。
なじみ深い曲を聴いたり、みんなで声をあわせて歌うことで、会場全体で春の訪れを感じて楽しんだ。
また、プログラムでは予定していなかったが、最後に、川鍋照氏の夫の川鍋節雄氏が、ゲストとして荒
城の月を歌い、こちらも好評を博した。

２．演目
　(1) 春の歌　　　　　　　　　　　 　(2) 早春賦
　(3) 花の街              　  　　　　 　  (4) 花～すべての人の心に花を～
　(5) 花　　　            　    　　　　　(6) 愛の夢　第 3番　変イ長調
　(7) オペラ「フィガロの結婚」より 恋とはどんなものかしら
　(8) 春よ、来い　　　　　　　　　 　(9) 花は咲く

３．振り返り
　市内でも幅広く活躍しているピアニストの石川容子氏、合唱団のグループ代表をつとめる川鍋照氏の
演奏とあって、多くの来場者が開場前から詰めかけた。コンサートの進行やプログラムに特段の新しい
試みはなかったが、なじみのある日本の楽曲に、オペラなどを交えてバランス良く構成されていた。また、
滝廉太郎の「花」と、東日本大震災復興支援のチャリティーソング「花は咲く」を、「みんなで歌おう」
として来場者とともに歌った。「みんなで歌おう」を 2度行うのは初めての試みであったが、積極的に
声を出して歌う人が多かった。「歌声喫茶」のようなイベントは市内でもシニア世代を中心に人気があ
ると聞くが、当館のコンサートでも「みんなで歌おう」に好感を持つ声は根強い。今後も積極的に採り
入れていきたいと感じる。

※交流事業として予定をしていた観月会（9月 30日（日）、申込者：128人）は台風のため中止とした。

交流事業
ミュージアム・コンサート

第18回ミュージアム・コンサート　歌とピアノで春尽くし！

実施日：3月 20日（水祝）14時～ 15時
場　所：博物館 1階展示室
出演者：川鍋照氏（歌）、石川容子氏（ピアノ）
入場料：無料
来場者：120人

事業区分：委託事業
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１．概要と目的
　小学校との連携の取り組みの一環として、課外授業で博物館見学を希望する学校に対して、博物館・
市民会館の館内解説、館外施設の解説、火起こし等の体験学習の指導などを行った。
　小学校による博物館の利用は、6年生の社会科での歴史学習の導入や、3年生の昔のくらしの単元で
の利用を希望する学校が多い。希望する学校に対しては担当教員と学芸員が事前に打ち合わせを行い、
解説や体験学習の内容提案を行った。中でも実物資料のハンズオンや、築 80年の和風建築の体験など、
学校の教室では行えない内容を盛り込むことを意識した。

２．内容
見学会

出張授業

交流事業
学校との連携

学校見学対応
期　間：随時
件　数：見学会７件、出張授業 1件

事業区分：委託事業

月　日
4月 27 日 ( 金 )
7 月 9日 ( 月 )、

11 日（水）、12日（木）
12 月 6日（木）
1月 24 日（水）
1月 30 日（水）

1月 31 日（木）

2月 7 日（木）

内　　容
施設見学（博・市）
施設見学（博・市）

施設見学（博・市）
施設見学（博・市）
施設見学（博・市）、
昔のくらしの道具解説
施設見学（博・市）、
昔のくらしの道具解説
施設見学（博・市）、
昔のくらしの道具解説

学校名、学年
野田市立東部小学校 6年生
野田市立中央小学校 2年生

野田市立関宿中央小学校 3年生
野田市立宮崎小学校 3年生
野田市立南部小学校 3年生

野田市立柳沢小学校３年生

野田市立木間ケ瀬小学校 3年生

人数
58人
計 150 人

65 人
82 人
134 人

46 人

65 人

月　日
1月 28 日（月）

内　　容
昔のくらしの道具解説、
郷土の人物解説

学校名、学年
野田市立関宿中央小学校 3年生

人数
60人
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３．振り返り
　20 年度より開催している企画展「野田に生きた人々　その生活と文化」シリーズは小学校高学年の歴
史授業を意識したものであり、今年度も4月～6月にかけて開催された。また、昨年度に続き、冬に「昔
のくらし」の単元での利用が目立った。市民会館の氷式冷蔵庫や五右衛門風呂の見学とあわせて、電話
機やアイロンなど昭和 30年代頃までの生活道具を市民会館の和室に並べ、形の変遷や使い方について
解説を行った。昔のくらしの道具見学では、今年度は自主研究グループ「なつかしの道具探究会」のメン
バーがサポートスタッフとして学芸員と一緒に解説を行った。同会にとっては活動を通じて整理・調査
された生活道具が見学会で活用されることで、自分たちの活動が地域に貢献しているという実感を持つ
ことができ、小学生にとっても実際に使用したことがある方の説明を聞くことでより理解が深まるとい
う、双方にとって有益な試みであったと思われる。今後とも継続していきたい。また、平成 22 年度よ
り市の新規採用教職員研修の一部を博物館で行い、その中で学校で利用できる博物館のプログラムを紹
介しているため、それを受けて見学会を計画したという学校もあった。今後も市民や学校との連携を通
して充実した内容にできるよう努めていきたい。

　

出張授業での解説（関宿中央小学校 3年生） なつかしの道具探究会メンバーによる解説
（南部小学校 3年生）
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１．概要と目的
　野田市茶道協会の提案で、市民会館と茶室「松樹庵」を活用した茶会を 20 年度より実施している。地
元の歴史ある茶室と、野田で茶道を通じた文化活動が活発に行われていることのアピールをしたいとい
う野田市茶道協会の意向は、当館の施設利用促進や市民交流の目的とも合致しており、同会が茶会の準
備および全般の進行を担い、当館が施設や備品の提供、PR をするという役割分担を行っている。お抹
茶と茶菓子が本格的な作法で振る舞われるが、茶道の経験の有無にかかわらず、誰でも席入りできるよ
う心懸けている。

２．振り返り
　5年目を迎え、市民会館の茶室「松樹庵」で定期的に行われている茶席として定着しており、次回の開
催時期をたずねる参加者や問い合わせの電話がかかってくるようになっている。第 12回は災害展の関
連事業であるチャリティー映画上映会と同日であったためスタッフ数に不安があったが、館職員も茶道
協会も慣れてきているため、大きな問題もなく開催することができた。
　松樹庵は他の市民会館の和室と同様に有料での貸し出しを行っており、茶道具については無料で貸出
を行っているが、茶道の稽古を行う利用者は炉が切られた和室を借りることが多く、茶室の利用率は高
くない。呈茶席がイベントとしては定着していながらも、目的の一つである施設利用の促進になかなか
結び付いていないことは、他の部屋も含めた施設利用の PR方法と合わせて今後も検討していくべき課
題であろう。

利用者へのサービス事業

呈茶席
協　力：野田市茶道協会
実施日：第 11回　4月 8日（日）10時～ 15時
　　　　第 12回　11月 25日（日）10時～ 15時
場　所：市民会館　松樹庵
参加費： 300 円
参加者：第 11回 48人、第 12回 70人

事業区分：委託事業
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ホームページの運営

展覧会、各種イベントに際し随時情報を更新した（URL　http://www.noda-muse.or.jp）。

《分析と振り返り》
　平成 24 年度のホームページの訪問者数 *1 は、4,000～5,000 の近辺で安定している。1月と 5月が
やや多いようで、5月については当館の活動を紹介した書籍が出版された影響が考えられる。なおこの
時期の展覧会としては企画展「野田に生きた人々 その生活と文化 2012」と市民の文化活動報告展「読ん
でみました　野田の古文書～初心者が挑んだ 3年間の整理・解読・調査から～」が開催されている。全
体平均では、月平均、訪問者数は 4,619/ 月と、前年度の 4,335/ 月に比べると、アクセス数は微増の
傾向にある。
　なお、平成 24年度は、博物館、市民会館利用者の利便性を上げる為にホームページのリニューアル
作業を行った。過去 5年間の業務の経験に基づき、利用者から頻繁に受ける問い合わせ等を整理した上
で、トップページから展示、イベントページに直接移動できるようなリンクの配置、利用者別の説明
ページの新設を行った。また、発信情報の告知と報告のカテゴリーの分割化や、過去の展示に加えて、
開催されたイベントも過去のイベントとして集積される構成にするなどして、ホームページ自体のアー
カイブズとしての機能を強化するとともに、博物館評価ページ、収支ページを新設し、情報の公開も進
めた。さらに、館長あいさつ、学芸員紹介ページなど、野田市郷土博物館・市民会館がより身近に感じ
られるコンテンツも新設した。
　リニューアルサイトは平成 25年 4月 1日にオープンした。リニューアル後もまた改善が見込める箇
所は、引き続き改善を進めて行く方針である。
　*1　訪問者数（30分以内で同一 IP アドレスからはカウントしない）

平成 24年度　博物館ホームページ　訪問者数・ＰＶ数

*2  3 月はリニューアルページへの切り替えにともないデータ未集計

宣伝・広報事業
事業区分：委託事業　

訪問者数
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月*2

合計

4157
5094
4364
4403
4050
4321
4772
4812
4647
5446
4741
―　

50807

PV数
19122
24778
20874
20188
19142
20346
22329
22350
23163
27480
26048
―　

245820 訪問者数 4157 5094 4364 4403 4050 4321 4772 4812 4647 5446 4741
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

訪
問
者
数
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タウン誌・一般紙への情報提供

市定例記者会見への情報提供（3回）のほか、市報、タウン誌等に定期的な情報提供を行った。また、新
聞・テレビ・雑誌の各種取材に協力をした。

○新聞掲載
　　日付　        掲載紙 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取材対象

○地上波放映
　　日付　        放送局 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取材対象

○ケーブルテレビ放映
　　日付　        放送局 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取材対象

5月5日

7月16日
8月9日
10月10日

10月12日

10月30日

11月8日

12月1日

2月5日

3月1日

11月24日

4月15日

5月9日

9月10日
3月4日

3月20日

旧石器時代から中世までの考古資
料、石器、土器等
「土に込めた想い」多彩に
108 人　世界に一つだけの作品
災害の歴史　教訓に

歴史から防災学ぶ　野田で特別展

災害の歴史学び危機意識持って

過去に学び備える

地域防災　歴史に学ぶ

古文書読解　野田の歴史紹介

古い写真から未来を考えよう

ウィークリー千葉県

デイリーニュース

デイリーニュース

デイリーニュース
東葛調査隊！

デイリーニュース

東京新聞

千葉日報
東京新聞
毎日新聞

読売新聞

産経新聞

朝日新聞

東京新聞

産経新聞

朝日新聞

チバテレビ

JCNコアラ

JCNコアラ

JCNコアラ
J：COM 

JCNコアラ

企画展「野田に生きた人々　その生活
と文化2012」
企画展「陶芸～土に込めた私の想い～」
企画展「陶芸～土に込めた私の想い～」
特別展「野田と災害～今、私たちにで
きることを考える」
特別展「野田と災害～今、私たちにで
きることを考える」
特別展「野田と災害～今、私たちにで
きることを考える」
特別展「野田と災害～今、私たちにで
きることを考える」
特別展「野田と災害～今、私たちにで
きることを考える」
企画展「読んでみました　野田の古文
書～初心者が挑んだ3年間の整理・解
読・調査から～」
自主研究グループ育成講座「調べてみ
よう 古写真に写る野田」

博物館常設展示

寺子屋講座「世界に響け！バッパカ獅
子舞」
企画展「野田に生きた人々　その生活
と文化2012」・収蔵品特別展「押絵行燈」
企画展「陶芸～土に込めた私の想い～」
企画展「読んでみました　野田の古文
書～初心者が挑んだ3年間の整理・解
読・調査から～」
ミュージアム・コンサート「歌とピア
ノで春尽くし！」
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○ラジオ放送

　　日付　        放送局 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取材対象

ポスター・チラシの配布

図録の作成、出版
○特別展 『野田と災害～今、私たちにできることを考える～』
体　裁：A4判
頁　数：96頁
価　格：820 円 （平成 24年度時点は 800 円）
部　数：1,000 部

6月15日 ひるどき情報ちばＮＨＫ千葉
放送局

企画展「野田に生きた人々　そ
の生活と文化2012」

イベント名
企画展「野田に生きた人々　その生活と文化2012」
市民アート展「陶芸～土に込めた私の想い～」
特別展「野田と災害～今、私たちにできることを考える～」
市民の文化活動報告展「読んでみました　野田の古文書」
キャリアデザイン連続講座
呈茶席　4月、11月
第16回ミュージアム・コンサート「癒しの音色」
第18回ミュージアム・コンサート
「歌とピアノで春尽くし！」
親と子の茶道講座「飲もう！たてよう！お抹茶体験」
寺子屋講座　4月－6月
寺子屋講座　7月－9月
寺子屋講座　10月－12月
寺子屋講座　1月－3月
山中直治コンサート
ドキュメンタリー映画「PRAY FOR JAPAN」
チャリティ上映会

ポスター
A3　100部
A2　200部
A2　350部
A2　200部
A3　100部
A3　100部
A3　100部
A3　100部

A3　100部
A3　100部
A3　100部
A3　100部
A3　100部
A3　100部
A2　200部

チラシ
A4片面　 2,000部
A4両面   6,000部
A4両面　12,000部
A4両面　 6,000部
A4片面 　1,500部
A4片面 　1,000部
A4片面 　1,500部
A4片面 　1,500部

A4片面　 1,000部
A4片面　 2,000部
A4片面　 2,000部
A4片面　 2,000部
A4片面　 2,000部
A4片面 　1,500部
A4両面   5,000部

出版事業
事業区分：委託事業　
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